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住民及び企業の生命・財産を守るため。

判断理由

備考（指標の算定方法）
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事業進捗率（目標・実績）は、総事業費を
100とした事業費（当初予算額）の割合で
す。
各年度の達成率は、決算額（実績）÷契
約額×100で算出しています。

平成26年度完了に向けて、予定通り進めていきます。

平成25年度までを
総括した事業進捗
率の説明

順調に進捗しており、引続き進捗管理を行っていきます。

個別評価結果による
今後の取り組みの方向性

事務事業 成果 コスト

個別施策評価結果を踏まえた来年度以降の取組
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平成25年度に
実施した

内容･結果
門扉補強工事に着手しました。

コスト（年度） 21（実績） 22（実績） 24（実績）

平成25年度の
実施予定

門扉補強工事に着手します。
関連
シート

23（実績） 備考（款項目節等）単位 25（実績見込み）

事業着手時点の
評価

水門の補強対策を行うことにより、機能の強化に併せて住民及び企業の生命・財産を守ります。
実施
義務   　　 有        無

概要 最新の知見に基づき、中川口通船門（門扉）の補強対策を進めます。
根拠

法令等

目的 中川口通船門（門扉）の補強対策を行います。
事業
期間

基本施策名 08 施設の安全性・信頼性の向上

コスト個別施策名 23 港湾施設の機能を維持・強化する 事務事業 成果

事務事業名

政策名

20 中川口通船門（門扉）の補強
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0

コード年度

5     安全な港

個23事20

24年度事業・個別施策評価結果
（今後の取組みの方向性） 責任者

建設部
施設工事担当課長

052-654-7937

事務事業シート 対象事業年度 平成 25

連携課 工事課、施設事務所

平成25～26年度

連絡先

（款項目節）
建設費/整備費/改修費/臨港交通施設

（算出計算式）

（その他）

合計

91,140

0

5,694

計画 事業化 事業 管理

事務事業の段階

一般事務事業 建設整備事業


